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1、 ギャザによる効果は単に分量よりもそれによって

作られるドレープ及びシルウェットにあ る と考えら れ

る。今回はギャザ効果にもっとも関係の深い要因につい

て再検討した。

2. 実験材料　 種々の材質の中から特に厚さの異る布

18種。

実験項目①ギャザ分量を一律に1.5 倍 にしたシンプル

なモデルによるシルウェツトの測定。②ギャザスカート

1/2 大 のモデルによるシルウェットの測定。

⑥ギャザ分量2/3 倍の場合

⑥ギャザ分量1.5 倍の場合

⑥ギャザ分量２倍の場合

③　①②それぞれについての経過日数によるシルウェツ

トの測定。

3.    ①厚さ，重量についてはシルウェットとの相関は

みとめられず，剛軟度においてきわめて高い相関がみら

れた。

②　⑥において剛軟度との相関はもっとも高く，c｡

⑨の順であった。



③　５週経過後でシルウェットはほぼ安定し，①にお

いては５週後のものは直後の77 ～87% 程度であった。②

の⑥においては直後の98% 程度，面⑥においては直後の

70～95% 程 度であった。
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